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 厳美地区民文化祭 2 日目の 11月１０日（日）に、今年度で 5回目となる厳し美しの里フェスティバルを

開催しました。 

今年も「水引細工」や「豆腐づくり」など、昔ながらの技術の体験の他、毎年恒例の「ワイヤーアート」、

2 回目となる「シーグラスアート」の体験コーナーも設けました。 

また、マルシェも開催し、「カンさんのおかず」さんによる、キンパやキムチ、韓国のお菓子、飲み物販売

もしていただきました。キンパは昼前に完売してしまうほどの人気でした。 

フェスティバルは、厳美市民センターが地域の皆様の身近な存在であると感じていただきたいという思い

と、日本の良さや伝統文化の継承感じていただけたらとの思いから開催しております。 

毎年参加いただく方、文化祭の作品展示の見学後に飛び入り参加した方など、大勢の方にご参加いただき、

笑い声が響く一日となりました。 

 講師の皆様、ご参加いただいた皆様、誠にありがとうございました。 

来年の「厳し美しの里フェスティバル」にもぜひご参加ください。 

水引細工体験 ワイヤーアート体験 シーグラスアート体験 

豆腐づくり体験 ご家族やお友だちと一緒に、楽しい時間を過ごしていただきました 

地域づくり事業 

厳し美しの里フェスティバルへの 

ご参加 ありがとうございました 



 

地域づくり事業 

第 16回厳美むかさり行列 
 

 秋晴れの 10 月 26 日（土）に、5 年ぶりとなる「第 16 回厳美むかさり行列」を開催しました。 

 今年度の花嫁道中は、いつくし園様から出発し、厳美公園、天工橋を通り、厳美市民センターに併設して

いる、旧鈴木家に到着しました。 

 紅葉の見頃一歩手前だった厳美渓に彩りを添え、地域の皆様や観光客など多くの方々に見守られ、祝福を

いただきながらの花嫁道中となりました。 

 地域の皆様や協力団体の皆様のご協力により、開催へとこぎつけることができました。誠にありがとうご

ざいました。実行委員一同、心より感謝申し上げます。 

5 年ぶりに開催した『厳美むかさり行列』      写真提供：穂積昭穂氏 

ドローンによる空撮は初の試み  写真提供：SKY TRACE ドローンビジネスサポート 

※ドローン映像は、厳美地域及びむかさり行列の PR として、インスタグラム等で発信予定です。 

 

 
 １０月２７日（土）に、厳美中２学校学年親子レクにて 

「竹あかりづくり」を開催しました。 

 近年、問題となっている放置竹林による「竹害」の解決 

手段でもある「竹あかりづくり」を行うことで、若い世代に 

地域課題や課題解決の方法について体験していただく機会 

となりました。 

 初めは電動ドリルに苦戦していた生徒の皆さんもあっと 

いう間に慣れ、１時間程で「竹あかり」ができあがりました。 

 作品は１２月７日（土）から開催する「厳美ひかりの森」 

（博物館会場）に設置する予定です。 

地域づくり事業「竹あかりづくり」 
 


